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取数を比較した．2019 年は，①無処理区，②合成サイトカイニンである 6-ベンジルアミノプリン散布区（BA 区）③ジベレリン A3
散布区（GA 区），④BA と GA 散布区（BA+GA 区）の 4 処理を行った．2020 年は，無処理区と BA+GA 区に加え，BA を 2 回散布
後に GA を 3 回散布する区（BA→GA 区）を設けた．いずれの年も，6 月上旬から週に 1 回の頻度で計 5 回処理を行った．その結果，
側枝長は無処理区と GA 区で有意差はなかったが，BA 区で平均 5.3cm，BA+GA 区で平均 10.0cm と有意に伸長した．穂木の採取数
は BA+GA 区で最も多く，無処理区と比較して 2019 年は約 22 倍，2020 年は約 3 倍多くなった．そのため，カラムナータイプリン
ゴの増殖効率を向上させるためには，BA＋GA 処理が有効であることが分かった．
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2019 年に，無処理区，BA 区，GA 区，BA+GA 区
の 4 処理区を設定した．無処理区は 1 品種あたり 6
樹供試し，他の処理区では 1 品種あたり 4 樹ずつ供
試した．GA と BA は，それぞれ 600ppm に調整し，
展着剤（グラミン S）0.01％を添加した．無処理区
は水に展着剤 0.01％を添加した．6 月 12 日から週に
1 回の頻度で計 5 回，新梢部に霧吹きで 1 樹当たり
約 20ml 散布した．1 樹ごとに樹の上部から 3 芽，下
部から 3 芽，計 6 芽をランダムに選び，1 品種あた
り各処理，計 24～36 芽について新梢の長さを計測し，
側枝長とした．側枝の計測は 6 月 12 日から 7 月 10
日までは毎週 1 回計 5 回行い，さらに 8 月 7 日と 9
月 5 日も計測して計 7 回計測した．また，樹の生育
状態を明らかにするために 5 月 21 日と 10月 15日に
樹高と接ぎ木部上部 10 cm の幹径を計測し，その差
を 2019 年の樹高の伸長および幹径の増加とした．
2020 年 1 月 27 日に，10cm 以上伸長した 1 年生の側
枝を穂木として採取し，穂木採取数と穂木の長さお
よび穂木の重さを計測した．2020 年は，無処理区と




た樹は，BA→GA 区に，前年 GA 区だった樹は BA
＋GA 区に供試した．前年に BA＋GA 区だった樹は，
一部で薬害による生育不良が認められたため，供試
しなかった．薬剤の調整方法は前年と同様とした．6
月 10 日から週に 1 回の頻度で計 5 回，新梢部に霧吹
きで 1 樹当たり約 20ml 散布した．薬害を回避する
ために，高温の晴天時には散布を避けた．2021 年 1
月 26 日に，10cm 以上伸長した 1 年生の側枝数を穂
木採取数として計測した．同時に，樹高と接ぎ木部










伸長しなかった．BA 区と BA+GA 区では，処理開
始から 2週間後の 6月 26日頃から側枝の伸長が認め
られた．この側枝の伸長は，薬剤散布が終了した 7
月 10 日以降も認められたが，8 月 7 日（図 1 の処理
後 56 日目）以降はみられなかった．‘メイポール’








10.0cm と有意に長く，次いで BA 区が平均 5.3cm と




められた（表 1）．GA 区，BA+GA 区の順で伸長効
果が認められ，BA 区で最も伸長しなかった（表 2）． 
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2020 年の穂木採取数は，BA+GA 区で平均 29.4 本，








図 1 カラムナータイプリンゴの各品種における処理後日数による側枝長の推移． 
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向上させるため，BA と GA を新梢部に散布し，側
枝の伸長に及ぼす影響を検討した．その結果，‘メイ
ポール’を除く 3 品種では，GA 散布のみでは側枝







無処理区 メイポール 49.5 12.8 12.3
メイちゃんの瞳 55.5 9.2 11.3
テラモン 44.3 9.5 5.0
トラジャン 54.0 10.3 11.0
平均 50.8 b 10.4 a 9.9 c
BA→GA区 メイポール 66.5 12.4 17.5
メイちゃんの瞳 88.0 13.3 20.5
テラモン 80.3 10.7 12.7
トラジャン 70.0 11.5 13.3
平均 75.9 a 12.0 a 16.2 b
BA+GA区 メイポール 61.0 10.5 25.5
メイちゃんの瞳 60.0 10.8 30.5
テラモン 61.8 9.3 30.3
トラジャン 48.8 11.6 31.3













無処理区 メイポール 1.5 92.6 12.6 0.3 11.7 3.2
メイちゃんの瞳 1.1 111.8 14.3 0.8 23.6 6.0
テラモン 0.9 79.1 15.7 0.3 28.0 12.6
トラジャン 1.1 95.9 14.6 0.3 35.6 12.3
平均 1.1 c 94.8 bc 14.3 ab 0.4 b 24.4 ab 7.7 a
BA区 メイポール 9.3 83.3 14.0 5.5 13.6 2.1
メイちゃんの瞳 4.1 109.2 15.9 1.3 20.3 5.6
テラモン 3.9 73.9 16.3 0.0 - -
トラジャン 3.7 90.5 15.6 0.3 43.0 18.8
平均 5.3 b 89.7 c 15.4 b 1.8 b 15.8 b 3.3 bc
GA区 メイポール 5.3 99.4 14.3 2.0 19.9 3.4
メイちゃんの瞳 1.4 135.8 18.6 2.8 35.2 5.3
テラモン 1.1 95.9 17.1 0.5 33.6 10.6
トラジャン 0.8 104.3 14.7 0.5 30.2 6.0
平均 2.1 c 108.9 a 16.2 a 1.4 b 29.3 a 5.1 ab
BA+GA区 メイポール 9.9 85.0 13.3 8.3 15.2 2.1
メイちゃんの瞳 11.4 130.6 18.3 14.5 20.0 3.1
テラモン 8.9 90.4 16.1 1.5 19.5 2.9
トラジャン 9.7 91.2 15.4 10.5 16.9 2.2













表 2 2019年の各処理がカラムナータイプリンゴの側枝長や穂木採取数におよぼす影響． 
表中の数字は各形質の平均値を示す．形質内の同じアルファベットは Tukey-Kramer 検定で有意差が 
ないことを示す（p<0.05）． 
処理区 100.4 *** 22.9 *** 4.4 ** 65.9 *** 21.0 *** 13.9 *** 21.7 *** 2.0 72.4 ***
品種 8.9 *** 8.1 *** 0.7 15.6 *** 11.2 *** 7.2 *** 2.1 1.3 1.9



















表 1 各形質における二元配置分散分析の結果． 
表中の数字は F 値をアスタリスクは有意水準を示す．***:p<0.001, **:p<0.01, *:p<0.05 
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MdDOX-Co であることが明らかになっている




でも発現するように変化している（Wada et al. 2018）．
シロイヌナズナに MdDOX-Co を導入したところ，ジ
ベレリンの代謝経路が変化し，活性型ジベレリンで




れている（Watanabe et al.，2021）． 
Okada et al.（2020）は，カラムナータイプである
‘ウィジック’の苗木に 100μM，500μM，1mM の











0.5cm 以上伸びた側枝本数は無処理区の平均 0.2 本
から平均 3.0 本に増えただけである．そのため，散














内生量が減少する（Zhang et al. 2016）ことや，サイ
トカイニンのシグナル伝達に関わる AHP1 遺伝子の






















GA 区で平均 5.3cm まで側枝が伸長した（図 1，表 2）．
定植時の苗木の状態には，品種間で違いは見られな








区でさらなる伸長効果がみられた（表 2）．BA と GA
を併用することにより，穂木の採取数は，無処理区
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させるためには，BA と GA を各 600 ppm に調整し
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Columnar apple trees are more amenable to mechanized cultivation due to their extremely short lateral branches. However, these short branches
make it difficult to gain scions for grafting, resulting in low efficiency of proliferation. Therefore, we examined the effect of phytohormones on the 
lengths of lateral branches as well as the number of scions, to increase the efficiency of the proliferation of columnar apple trees. In 2019, we 
compared the effect of four treatments: 1) control, 2) 6-Benzylaminopurine (BA), 3) Gibberellin 3 (GA), 4) both BA and GA (BA+GA). In 2020, a 
BA→GA treatment (in which after spraying BA two times, GA was sprayed three times) was added. Each year, the treatment was performed once a 
week for a total of five times from the beginning of June. The mean length of lateral branches significantly increased to 5.3 cm in the BA group and 
10.0 cm in the BA + GA group. The number of scions collected was the highest in the BA + GA, being about 22 times higher than the control in 
2019 and about 3 times higher than the control in 2020. These results indicate that a BA + GA treatment is effective in improving the efficiency of 
proliferation in columnar apple trees.
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